
　本学類は、2022年に、創立
100周年という大きな区切りを迎
えることとなりました。
　このたび、信陵同窓会のご協力を
得て「福大経済100周年基金」を
創設することとなり、初年度より同
窓生をはじめ多くの皆様から多大な
る支援をいただいております。この場をお借りして厚く
御礼申し上げます。
　2019年4月の食農学類創設を伴う全学再編のなかで、
本学類もカリキュラム改革を行い、経済学コース、経営
学コースという伝統的な2コースのもとで理論と実践を融
合させたカリキュラムを再構築するとともに、コース横
断的なグローバル・エキスパート・プログラムを設定し、
外国語教育と専門教育をグローバルな観点から効果的に
結びつける教育体系をスタートさせました。これにより、
高度な知識と世界的視野をもって多方面で活躍するグ
ローカル人材を育成できるものと考えています。
　今般のカリキュラム改革では実践力、課題解決力を高め
るため、学外での活動も一層充実させることとなりまし
たが、学生の負担を考慮すると費用の補助が望まれます。
本基金を学生の教育に活用させていただき、卒業後に社
会で活躍できる人材を育成したいと考えております。
　同窓生や保護者の皆様、地域社会の皆様には、趣旨を
ご理解いただき、一層のご支援とご協力を賜りますよう
心よりお願い申し上げます。

　　　福島大学経済経営学類長・経済学研究科長
� 末　吉　健　治

　未曾有の国難というべき「コロナ
禍」が引き続き続いているなかで、
皆様方には何かと大変な思いで生活
されていることと拝察いたします。
一日も早いコロナの終息とあたりま
えの生活が戻ることを願っておりま
す。
　母校経済経営学類は本年に創立100周年を迎えました。
100年の歴史と伝統の重みをしっかり引き継ぎながら、
これからの輝かしい100年に向かって新たなスタートに
したいと思っております。
　創立100周年を迎えるにあたり、2017年の創立95周
年記念事業として「福島大学経済経営学類創立100周年
記念教育支援基金」（福大経済100周年基金）を創設しま
した。この基金設立の目的は、高度な知識と世界的視野
を持って、さまざまな分野で活躍するグローカル人材育
成のために、後輩学生たちを支援することにあります。
設立以来４年半程になりましたが、その間、同窓会員の
皆様方や母校の先生の皆様、そして関係団体の方々等か
ら、多額のご支援・ご協力をいただいております。心より
厚く御礼申し上げます。創立100周年記念事業のシンボ
ル的事業として相応しいものとするために、基金の一層
の充実に向けて、現在、鋭意推進をしております。創立
100周年記念大会の開催まで、あと半年余となりました
が、我らが後輩学生諸君の夢の実現のために、皆様方に
は引き続き、なお一層のご支援・ご協力を賜りますよう、
よろしくお願いいたします。

　　　福島大学経済経営学類信陵同窓会　会長　
� 佐　藤　慶　吾
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基金目的および実施事業
　【目的】 
　　�　福大経済100周年基金は、世界的視野を持って地域で活躍す
るグローカル人材育成のため、本学経済経営学類生および経済
学研究科生の修学環境の充実に資することを目的に設立いたし
ました。

　【実施事業】 
　　一�　本学経済経営学類生および経済学研究科生の修学環境の充

実に資する事業
　　二　その他基金の目的達成に必要な事業

募金の期間
　2023年３月31日※まで
　※�募金期間以降においても期限を設けず、恒常的に受け入れを継
続します。

御協力をお願いしたい金額　
　１口５千円以上

お手続き方法・払込方法
振込による寄附

●振込先金融機関
　◎�本基金専用の振込用紙にて郵便局（窓口・ATM）及び東邦銀
行本支店（窓口のみ）からお振込みの場合は手数料無料です。
ただし、郵便局から現金にてお振込みの場合は現金利用に伴う
加算料金110円をご負担いただきます。その他の金融機関から
のお振込みは別途手数料をご負担ください。

　①郵便局（ゆうちょ銀行）
加入者名 福大経済100周年基金
口座番号 02210－４－142511

ご依頼人 基金専用の振込用紙
の内容に添ってご記
入ください。

基金専用の振込用紙でない
場合は、通信欄に
「福大経済100周年基金」
とご記入ください。通 信 欄

　②郵便局（ゆうちょ銀行）以外
口座名義（カナ）　フクダイケイザイヒャクシュウネンキキン
口座名義（漢字）　福大経済100周年基金
東　邦　銀　行　　　蓬萊支店　　普通預金　　553678

税制上の優遇措置
●�「福大経済100周年基金」への寄附金につきましては、税制上の
優遇措置が受けられます。

●寄附者が「法人」の場合
　◎法人税　＜法人税法　第37条第3項第2号＞
　　�税務署に確定申告をしていただくことにより、寄附金額全額を
損金に算入することができます。

●寄附者が「個人」の場合
　◎所得税　＜所得税法　第78条第2項第2号＞
　　�税務署に確定申告をしていただくことにより、所得税の寄附金
控除が受けられます。

　　�（本基金は「所得控除制度」のみ適用で、税額控除制度は対象
外です。）

　◎住民税
　　�寄附者がお住まいの都道府県・市区町村が、条例で本学を寄附
金税額控除の対象として指定※している場合、個人県民税・個
人市町村民税の寄附金税額控除が受けられます。

　　（※注）�　条例指定は、各都道府県・市区町村の自己裁量となっ
ておりますので、本学が指定機関かどうかは、お住まい
の都道府県・市区町村にお問い合せください。

感謝の気持ち
　ご寄附いただいた全ての方に感謝の意を込めまして、福島大学基
金のホームページへご芳名と寄附金額を掲載させていただきます。
　「お名前の公表を希望しない」、「寄附金額の掲載を希望しない」
旨のご連絡をいただいた方については掲載いたしません。
　また、ホームページへの掲載時期については、手続き状況に応じ
て、ご寄附いただいた翌月以降となる場合がございますのであらか
じめご了承ください。
●ご寄附の総額に応じて感謝状等を贈呈させていただきます。

種　別 個　人
（累計額）

法人・団体
（累計額）

HP 芳名
掲載

感謝状 
贈呈

式典等 
ご招待

功　労　賞 100万円以上 1,000万円以上 ○ ○ ○
特別功績賞 50万円以上 500万円以上 ○ ○
功　績　賞 10万円以上 100万円以上 ○ ○

お礼状・寄附金領収書
　�　ご寄附いただいた全ての方にお礼状ならびに寄附金領収書をお
送りいたします。

　�　寄附金領収書不要の場合は、お申込みの際にその旨お知らせく
ださい。

●�銀行振込みの場合、払込時に銀行窓口から受け取った「振替払込
請求書兼受領証」は、確定申告の添付書類として使用することが
できますので、大切に保管してください。（本学が発行する領収
書の代わりとなります。）

●�お礼状ならびに寄附金領収書の発送までは、入金事務処理上※�

２～３ヶ月程度お時間を要します。
　※�寄附金の領収日は、寄附の手続きをした日ではなく、決済代行
会社等から実際に福島大学へ入金された日（手続日の翌月末営
業日）になります。（12月以降にご寄附いただく場合、領収書
の発行・発送は翌年２月以降となりますので、寄附金控除を希
望される場合は特にご注意ください。）

個人情報の取扱い
　個人情報保護法に基づき、お預かりした個人情報は、本基金に関
連する業務以外には一切使用いたしません。

福大経済100周年基金への
ご支援をお願いいたします
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座
番
号

通常払込
料金加入
者 負 担

加
入
者
名

金

　額
　

福大経済100周年基金

福大経済 1 0 0周年基金

用
紙
は
切
り
取
ら
ず
に
窓
口
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

福 大 経 済 1 0 0 周 年 基 金

仙 台

千 　 百 　 十 　 万 　 千 　 百 　 十 　 円
※

※
おなまえ

様

ご
依
頼
人

振
込
先

備

　考
　

日 附 印

加
入
者
名
振
込
先

ご
依
頼
人
・
通
信
欄

※

係
関
の
と
学
本

東邦銀行　蓬萊支店

東邦銀行 蓬萊支店

東邦銀行 蓬萊支店

□  不要□ 名前の掲載を希望しない　□寄附金額の掲載を希望しない
寄附金領収証

この受領証は、大切に保管してください。

受
取
人

振
込
先

ご

　依

　頼

　人

　

　

　

金

　額
　

※依頼日　　　年　　　月　　　日 銀行保存用

※

※

フリガナ

住所（〒　　   －　　　　 ）  

氏　名

電　話

銀
行
領
収
印

金

　額
　

料

　金
　

□　卒業生【昭･平･令　　 年　　 月　　　　　  　 　　　　　　　　　卒業】
□　在学生（在学生の保護者を含む）【　　　　　　　学類・研究科所属】　　□　教職員
□　退職者（退職者の家族を含む）　　□　一　般　　 □　法人・団体等

千　百　十　万　千　百　十　円

大学ホームページ

住所

※フリガナ

（電話）　　　　（　　　　）

E-mail

氏名 （旧姓）

銀　　　行　　　用
郵　　　便　　　局　　　用

　

大学の窓口での直接受付も承ります。
ご希望の場合は、経済経営学類支援室まで事前にご連絡ください。
（窓口）福島大学経済経営学類支援室
〒960－1296　福島市金谷川１番地
TEL：024－548－8353
FAX：024－548－3182
Email：keizai@adb.fukushima-u.ac.jp

ご寄附の方法

振　込 大学窓口での寄附
●下の用紙により郵便局（窓口・ATM）及び東邦銀行本支店（窓口のみ）
からお振込みください。
●本基金専用の振込用紙にて郵便局（窓口・ATM）及び東邦銀行本支店
（窓口のみ）からお振込みの場合は手数料無料です。ただし、郵便局から
現金にてお振込みの場合は現金利用に伴う加算料金110円をご負担いただ
きます。
●その他の金融機関からのお振込みは別途手数料をご負担ください。
●「ご依頼人・通信欄」に必要事項を記入のうえ、該当事項にチェック□✓を
お願いします。

基
金
目
的
お
よ
び
実
施
事
業

　【
目

的
】 

　
　
�　
福
大
経
済
1
0
0
周
年
基
金
は
、
世
界
的
視
野
を
持
っ
て
地
域
で
活
躍
す

る
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
の
た
め
、
本
学
経
済
経
営
学
類
生
お
よ
び
経
済

学
研
究
科
生
の
修
学
環
境
の
充
実
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
い
た
し

ま
し
た
。

　 【
実

施
事

業
】 

　
　
一
�　
本
学
経
済
経
営
学
類
生
お
よ
び
経
済
学
研
究
科
生
の
修
学
環
境
の
充

実
に
資
す
る
事
業

　
　
二
　
そ
の
他
基
金
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業

募
金
の
期
間

　
2

0
2

3
年

３
月

3
1

日
※ま

で
　
※
�募
金
期
間
以
降
に
お
い
て
も
期
限
を
設
け
ず
、
恒
常
的
に
受
け
入
れ
を
継

続
し
ま
す
。

御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
金
額
　

　
１

口
５

千
円

以
上

お
手
続
き
方
法
・
払
込
方
法

振
込

に
よ

る
寄

附

●
振

込
先

金
融

機
関

　
◎
�本
基
金
専
用
の
振
込
用
紙
に
て
郵
便
局
（
窓
口
・
A
TM
）
及
び
東
邦
銀

行
本
支
店
（
窓
口
の
み
）
か
ら
お
振
込
み
の
場
合
は

手
数

料
無

料
で
す
。

た
だ
し
、
郵
便
局
か
ら
現
金
に
て
お
振
込
み
の
場
合
は
現
金
利
用
に
伴
う

加
算
料
金
1
1
0
円
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
他
の
金
融
機
関
か
ら

の
お
振
込
み
は
別
途
手
数
料
を
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

　
①

郵
便

局
（

ゆ
う

ち
ょ

銀
行

）
加
入
者
名
福
大
経
済
1
0
0
周
年
基
金

口
座
番
号
0
2
2
1
0
－
４
－
1
4
2
5
1
1

ご
依
頼
人
基
金
専
用
の
振
込
用
紙

の
内
容
に
添
っ
て
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

基
金
専
用
の
振
込
用
紙
で
な
い

場
合
は
、
通
信
欄
に

「
福
大
経
済
1
0
0
周
年
基
金
」

と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

通
信
欄

　
②

郵
便

局
（

ゆ
う

ち
ょ

銀
行

）
以

外
口

座
名

義
（

カ
ナ

）　
フ
ク
ダ
イ
ケ
イ
ザ
イ
ヒ
ャ
ク
シ
ュ
ウ
ネ
ン
キ
キ
ン

口
座

名
義

（
漢

字
）　
福
大
経
済
1
0
0
周
年
基
金

東
　

邦
　

銀
　

行
　
　
　
蓬
萊
支
店
　
　
普
通
預
金
　
　
5
5
3
6
7
8

税
制
上
の
優
遇
措
置

●
�「福
大
経
済
1
0
0
周
年
基
金
」
へ
の
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
寄

附
者

が
「

法
人

」
の

場
合

　
◎
法
人
税
　
＜
法
人
税
法
　
第
3
7
条
第
3
項
第
2
号
＞

　
　
�税
務
署
に
確
定
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
寄
附
金
額
全
額
を

損
金
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
寄

附
者

が
「

個
人

」
の

場
合

　
◎
所
得
税
　
＜
所
得
税
法
　
第
7
8
条
第
2
項
第
2
号
＞

　
　
�税
務
署
に
確
定
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
の
寄
附
金

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
�（本
基
金
は
「
所
得
控
除
制
度
」
の
み
適
用
で
、
税
額
控
除
制
度
は
対
象

外
で
す
。 ）

　
◎
住
民
税

　
　
�寄
附
者
が
お
住
ま
い
の
都
道
府
県
・
市
区
町
村
が
、
条
例
で
本
学
を
寄
附

金
税
額
控
除
の
対
象
と
し
て
指
定
※し
て
い
る
場
合
、
個
人
県
民
税
・
個

人
市
町
村
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　（
※
注
） �　
条
例
指
定
は
、
各
都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
自
己
裁
量
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
本
学
が
指
定
機
関
か
ど
う
か
は
、
お
住
ま
い

の
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

感
謝
の
気
持
ち

　
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
に
感
謝
の
意
を
込
め
ま
し
て
、
福
島
大
学
基

金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ご
芳
名
と
寄
附
金
額
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　「
お
名
前
の
公
表
を
希
望
し
な
い
」、「

寄
附
金
額
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
」

旨
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
に
つ
い
て
は
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
時
期
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
状
況
に
応
じ

て
、
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
翌
月
以
降
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
ご

寄
附

の
総

額
に

応
じ

て
感

謝
状

等
を

贈
呈

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

種
　

別
個

　
人

（
累

計
額

）
法

人
・

団
体

（
累

計
額

）
HP

芳
名

掲
載

感
謝

状
 

贈
呈

式
典

等
 

ご
招

待
功

　
労

　
賞

100万
円

以
上

1,000万
円

以
上

○
○

○
特

別
功

績
賞

50万
円

以
上

500万
円

以
上

○
○

功
　

績
　

賞
10万

円
以

上
100万

円
以

上
○

○

お
礼
状
・
寄
附
金
領
収
書

　
�　
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
に
お
礼
状
な
ら
び
に
寄
附
金
領
収
書
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

　
�　
寄
附
金
領
収
書
不
要
の
場
合
は
、
お
申
込
み
の
際
に
そ
の
旨
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

●
�銀
行
振
込
み
の
場
合
、
払
込
時
に
銀
行
窓
口
か
ら
受
け
取
っ
た
「
振
替
払
込

請
求
書
兼
受
領
証
」
は
、
確
定
申
告
の
添
付
書
類
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。（
本
学
が
発
行
す
る
領
収

書
の
代
わ
り
と
な
り
ま
す
。）

●
�お
礼
状
な
ら
び
に
寄
附
金
領
収
書
の
発
送
ま
で
は
、
入
金
事
務
処
理
上
※
�

２
～
３
ヶ
月
程
度
お
時
間
を
要
し
ま
す
。

　
※
�寄
附
金
の
領
収
日
は
、
寄
附
の
手
続
き
を
し
た
日
で
は
な
く
、
決
済
代
行

会
社
等
か
ら
実
際
に
福
島
大
学
へ
入
金
さ
れ
た
日
（
手
続
日
の
翌
月
末
営

業
日
）
に
な
り
ま
す
。 （
1
2
月
以
降
に
ご
寄
附
い
た
だ
く
場
合
、
領
収
書

の
発
行
・
発
送
は
翌
年
２
月
以
降
と
な
り
ま
す
の
で
、
寄
附
金
控
除
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

個
人
情
報
の
取
扱
い

　
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、
お
預
か
り
し
た
個
人
情
報
は
、
本
基
金
に
関

連
す
る
業
務
以
外
に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

福
大
経
済
100周

年
基
金
へ
の

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す



　
本
学
類
は
、
2
0
2
2
年
に
、
創
立

1
0
0
周
年
と
い
う
大
き
な
区
切
り
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
信
陵
同
窓
会
の
ご
協
力
を

得
て
「
福
大
経
済
1
0
0
周
年
基
金
」
を

創
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
初
年
度
よ
り
同

窓
生
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
か
ら
多
大
な

る
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
4
月
の
食
農
学
類
創
設
を
伴
う
全
学
再
編
の
な
か
で
、

本
学
類
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
行
い
、
経
済
学
コ
ー
ス
、
経
営

学
コ
ー
ス
と
い
う
伝
統
的
な
2
コ
ー
ス
の
も
と
で
理
論
と
実
践
を
融

合
さ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
再
構
築
す
る
と
と
も
に
、
コ
ー
ス
横

断
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
し
、

外
国
語
教
育
と
専
門
教
育
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
効
果
的
に

結
び
つ
け
る
教
育
体
系
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

高
度
な
知
識
と
世
界
的
視
野
を
も
っ
て
多
方
面
で
活
躍
す
る
グ

ロ
ー
カ
ル
人
材
を
育
成
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
般
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
で
は
実
践
力
、
課
題
解
決
力
を
高
め

る
た
め
、
学
外
で
の
活
動
も
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
学
生
の
負
担
を
考
慮
す
る
と
費
用
の
補
助
が
望
ま
れ
ま
す
。

本
基
金
を
学
生
の
教
育
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
卒
業
後
に
社

会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
同
窓
生
や
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
社
会
の
皆
様
に
は
、
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
福
島
大
学
経
済
経
営
学
類
長
・
経
済
学
研
究
科
長

�
末

　
吉

　
健

　
治

　
未
曾
有
の
国
難
と
い
う
べ
き
「
コ
ロ
ナ

禍
」
が
引
き
続
き
続
い
て
い
る
な
か
で
、

皆
様
方
に
は
何
か
と
大
変
な
思
い
で
生
活

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息
と
あ
た
り
ま

え
の
生
活
が
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
　
母
校
経
済
経
営
学
類
は
本
年
に
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

1
0
0
年
の
歴
史
と
伝
統
の
重
み
を
し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
輝
か
し
い
1
0
0
年
に
向
か
っ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
2
0
1
7
年
の
創
立
9
5
周

年
記
念
事
業
と
し
て
「
福
島
大
学
経
済
経
営
学
類
創
立
1
0
0
周
年

記
念
教
育
支
援
基
金
」（
福
大
経
済
1
0
0
周
年
基
金
）
を
創
設
し
ま

し
た
。
こ
の
基
金
設
立
の
目
的
は
、
高
度
な
知
識
と
世
界
的
視
野

を
持
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育

成
の
た
め
に
、
後
輩
学
生
た
ち
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

設
立
以
来
４
年
半
程
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
同
窓
会
員
の

皆
様
方
や
母
校
の
先
生
の
皆
様
、
そ
し
て
関
係
団
体
の
方
々
等
か

ら
、
多
額
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
の
シ
ン
ボ

ル
的
事
業
と
し
て
相
応
し
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、
基
金
の
一
層

の
充
実
に
向
け
て
、
現
在
、
鋭
意
推
進
を
し
て
お
り
ま
す
。
創
立

1
0
0
周
年
記
念
大
会
の
開
催
ま
で
、
あ
と
半
年
余
と
な
り
ま
し
た

が
、
我
ら
が
後
輩
学
生
諸
君
の
夢
の
実
現
の
た
め
に
、
皆
様
方
に

は
引
き
続
き
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
福
島
大
学
経
済
経
営
学
類
信
陵
同
窓
会
　
会
長
　

�
佐

　
藤

　
慶

　
吾

この場所には、何も記載しないでください。

１．払込みの場合「文書扱い」でお願いします。
２．日附印欄に、必ず領収印を押してください。
３．振替払込請求書兼受領証を振込人に渡して

ください。
４．払込取扱票は、福島大学経済経営学類支援
　　室宛至急ご回送ください。

（ご注意）
・この用紙は、機械で処理します
ので、金額を記入する際は、枠内
にはっきりと記入してください。
また、本票を汚したり、折り曲げ
たりしないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は
郵便局の払込機能付きATMでも
ご利用いただけます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又
は郵便局の渉外員にお預けになる
ときは、引換えに預り証を必ずお
受け取りください。
・ご依頼人様からご提出いただき
ました払込書に記載されたおとこ
ろ、おなまえ等は、加入者様に通
知されます。
・この受領証は、払込みの証拠と
なるものですから大切に保管して
ください。

収 入 印 紙

課税相当額以上

貼　　　付

印

銀行等へのお願い

振込先

東邦銀行　　　　蓬萊支店　普通　  553678
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100年の伝統と未来への革新、福大経済

旧　森合キャンパス 金谷川キャンパス


